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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を撮影する撮影手段と、
　撮影者に対して被写体像を提示するためのファインダと、
　前記撮影手段による撮影時のズーム倍率を指定するためのズーム倍率指定手段と、
　前記撮影手段による撮影実行直前の状態、及び前記撮影手段による撮影実行を指示する
ための撮影指示手段と、
　前記撮影指示手段により撮影実行直前の状態が指示されず、且つ、前記ズーム倍率指定
手段により撮影時のズーム倍率を指定する操作がなされていない間は、前記ファインダに
よる被写体像を提示する画角を、前記ズーム倍率指定手段により指定されたズーム倍率よ
りも広い画角とし、
　前記撮影指示手段により撮影実行直前の状態が指示されたとき、又は、前記ズーム倍率
指定手段により撮影時のズーム倍率を指定する操作がなされている間は、前記ファインダ
による被写体像を提示する画角を、前記ズーム倍率指定手段により指定されたズーム倍率
の画角とするファインダ画角制御手段と、
　前記撮影指示手段により撮影実行が指示されると、前記ズーム倍率指定手段により指定
されたズーム倍率の画角で、前記撮影手段により被写体像を撮影させる撮影制御手段と
　を備えることを特徴とする撮影装置。
【請求項２】
　ファインダにより被写体像を確認しながら、ズーム機能によりズームされた被写体像を
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撮影手段により撮影する撮影装置の撮影方法であって、
　前記撮影手段による撮影時のズーム倍率を指定するためのズーム倍率指定ステップと、
　前記撮影手段による撮影実行直前の状態、及び前記撮影手段による撮影実行を指示する
ための撮影指示ステップと、
　前記撮影実行直前の状態が指示されず、且つ、前記ズーム倍率指定ステップにより撮影
時のズーム倍率を指定する操作がなされていない間は、前記ファインダによる被写体像を
提示する画角を、前記指定されたズーム倍率よりも広い画角とし、
　前記撮影実行直前の状態が指示されたとき、又は、前記ズーム倍率指定ステップにより
撮影時のズーム倍率を指定する操作がなされている間は、前記ファインダによる被写体像
を提示する画角を、前記指定されたズーム倍率の画角とするファインダ画角制御ステップ
と、
　前記撮影実行が指示されると、前記指定されたズーム倍率の画角で、前記撮影手段によ
り被写体像を撮影させる撮影制御ステップと
　を含むことを特徴とする撮影方法。
【請求項３】
　ファインダにより被写体像を確認しながら、ズーム機能によりズームされた被写体像を
撮影手段により撮影する撮影装置のコンピュータに、
　前記撮影手段による撮影時のズーム倍率を指定するためのズーム倍率指定機能、
　前記撮影手段による撮影実行直前の状態、及び前記撮影手段による撮影実行を指示する
ための撮影指示機能、
　前記撮影指示機能より撮影実行直前の状態が指示されず、且つ、前記ズーム倍率指定機
能により撮影時のズーム倍率を指定する操作がなされていない間は、前記ファインダによ
る被写体像を提示する画角を、前記ズーム倍率指定機能により指定されたズーム倍率より
も広い画角とし、
　前記撮影指示機能により撮影実行直前の状態が指示されたとき、又は、前記ズーム倍率
指定機能により撮影時のズーム倍率を指定する操作がなされている間は、前記ファインダ
による被写体像を提示する画角を、前記ズーム倍率指定機能により指定されたズーム倍率
の画角とするファインダ画角制御機能、
　前記撮影指示機能により撮影実行が指示されると、前記ズーム倍率指定機能により指定
されたズーム倍率の画角で、前記撮影手段により被写体像を撮影させる撮影制御機能
　を実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮影装置、撮影方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のカメラにおいて、撮影レンズを望遠側にズームして撮影しようとした場合、ズー
ムアップに伴い、撮影される画角が狭まり、周囲の情景が見えなくなるため、動きのある
被写体を撮影画角内に収めることが容易ではなかった。
【０００３】
　上記の問題の解決手段として、被写体を捉えやすくするために、撮影画角よりも広い画
角をファインダに表示する技術として、撮影用光学系とファインダ用光学系を分ける方法
（例えば、特許文献１参照）、撮影用撮像素子とファインダ用撮像素子を分ける方法（例
えば、特許文献２参照）などが提案されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平５－１００２８８号公報
【特許文献２】特開２００１－２１１３６０号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した特許文献１、２による従来技術では、ファインダの表示画角は
、常に撮影画角よりも広いままであるため、被写体を撮影画角内に入れるのは容易ではあ
るが、本来の狭い画角では可能だった高倍率を利用した被写体の細かな様子を観察しなが
らの撮影ができなくなるという問題があった。
【０００６】
　そこで本発明は、望遠撮影時でも動いている被写体を撮影画角内に容易に収めることが
でき、かつ細部を確認しながら撮影することができる撮影装置、撮影方法、及びプログラ
ムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記目的達成のため、請求項１記載の発明は、被写体像を撮影する撮影手段と、撮影者
に対して被写体像を提示するためのファインダと、前記撮影手段による撮影時のズーム倍
率を指定するためのズーム倍率指定手段と、前記撮影手段による撮影実行直前の状態、及
び前記撮影手段による撮影実行を指示するための撮影指示手段と、前記撮影指示手段によ
り撮影実行直前の状態が指示されず、且つ、前記ズーム倍率指定手段により撮影時のズー
ム倍率を指定する操作がなされていない間は、前記ファインダによる被写体像を提示する
画角を、前記ズーム倍率指定手段により指定されたズーム倍率よりも広い画角とし、前記
撮影指示手段により撮影実行直前の状態が指示されたとき、又は、前記ズーム倍率指定手
段により撮影時のズーム倍率を指定する操作がなされている間は、前記ファインダによる
被写体像を提示する画角を、前記ズーム倍率指定手段により指定されたズーム倍率の画角
とするファインダ画角制御手段と、前記撮影指示手段により撮影実行が指示されると、前
記ズーム倍率指定手段により指定されたズーム倍率の画角で、前記撮影手段により被写体
像を撮影させる撮影制御手段とを備えることを特徴とする撮影装置である。
【００１８】
　上記目的達成のため、請求項２記載の発明は、ファインダにより被写体像を確認しなが
ら、ズーム機能によりズームされた被写体像を撮影手段により撮影する撮影装置の撮影方
法であって、前記撮影手段による撮影時のズーム倍率を指定するためのズーム倍率指定ス
テップと、前記撮影手段による撮影実行直前の状態、及び前記撮影手段による撮影実行を
指示するための撮影指示ステップと、前記撮影実行直前の状態が指示されず、且つ、前記
ズーム倍率指定ステップにより撮影時のズーム倍率を指定する操作がなされていない間は
、前記ファインダによる被写体像を提示する画角を、前記指定されたズーム倍率よりも広
い画角とし、前記撮影実行直前の状態が指示されたとき、又は、前記ズーム倍率指定ステ
ップにより撮影時のズーム倍率を指定する操作がなされている間は、前記ファインダによ
る被写体像を提示する画角を、前記指定されたズーム倍率の画角とするファインダ画角制
御ステップと、前記撮影実行が指示されると、前記指定されたズーム倍率の画角で、前記
撮影手段により被写体像を撮影させる撮影制御ステップとを含むことを特徴とする撮影方
法である。
【００１９】
　上記目的達成のため、請求項３記載の発明は、ファインダにより被写体像を確認しなが
ら、ズーム機能によりズームされた被写体像を撮影手段により撮影する撮影装置のコンピ
ュータに、前記撮影手段による撮影時のズーム倍率を指定するためのズーム倍率指定機能
、前記撮影手段による撮影実行直前の状態、及び前記撮影手段による撮影実行を指示する
ための撮影指示機能、前記撮影指示機能より撮影実行直前の状態が指示されず、且つ、前
記ズーム倍率指定機能により撮影時のズーム倍率を指定する操作がなされていない間は、
前記ファインダによる被写体像を提示する画角を、前記ズーム倍率指定機能により指定さ
れたズーム倍率よりも広い画角とし、前記撮影指示機能により撮影実行直前の状態が指示
されたとき、又は、前記ズーム倍率指定機能により撮影時のズーム倍率を指定する操作が
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なされている間は、前記ファインダによる被写体像を提示する画角を、前記ズーム倍率指
定機能により指定されたズーム倍率の画角とするファインダ画角制御機能、前記撮影指示
機能により撮影実行が指示されると、前記ズーム倍率指定機能により指定されたズーム倍
率の画角で、前記撮影手段により被写体像を撮影させる撮影制御機能を実行させることを
特徴とするプログラムである。
 
【発明の効果】
【００２０】
　この発明によれば、望遠撮影時でも動いている被写体を撮影画角内に容易に収めること
ができ、かつ細部を確認しながら撮影することができるという利点が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の第１実施形態によるデジタルカメラの構成を示すブロック図である。
【図２】本第１実施形態によるデジタルカメラの動作を説明するためのフローチャートで
ある。
【図３】本第１実施形態によるデジタルカメラでの光学ファインダ１７の状態遷移を示す
模式図である。
【図４】本第１実施形態によるデジタルカメラの一連の動作を説明するための遷移図であ
る。
【図５】本第２実施形態によるデジタルカメラの動作を説明するためのフローチャートで
ある。
【図６】本第２実施形態によるデジタルカメラでの画像表示部１５の状態遷移を示す模式
図である。
【図７】本第３実施形態によるデジタルカメラの動作を説明するためのフローチャートで
ある。
【図８】本第４実施形態によるデジタルカメラの動作を説明するためのフローチャートで
ある。
【図９】本第４実施形態によるデジタルカメラでの画像表示部１５の状態遷移を示す模式
図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の実施の形態を、図面を参照して説明する。
【００２３】
Ａ．第１実施形態
Ａ－１．第１実施形態の構成
　図１は、本発明の第１実施形態によるデジタルカメラの構成を示すブロック図である。
図において、デジタルカメラ１は、撮影レンズ２、レンズ駆動部３、絞り兼用シャッタ４
、ＣＣＤ５、ＴＧ（Timing
Generator）６、ユニット回路７、画像処理部８、ＣＰＵ１１、ＤＲＡＭ１２、メモリ１
３、フラッシュメモリ１４、画像表示部１５、キー入力部１６、光学ファインダ１７、フ
ァインダレンズ１８、透過型液晶表示器１９、ファインダレンズ駆動部２０、枠表示制御
部２１、カードＩ／Ｆ２２、及びメモリ・カード２３を備えている。
【００２４】
　撮影レンズ２は、フォーカスレンズ、ズームレンズを含み、レンズ駆動部３が接続され
ている。このレンズ駆動部３は、撮影レンズ２を構成するフォーカスレンズ、ズームレン
ズをそれぞれ光軸方向に駆動させるモータと、ＣＰＵ１１からの制御信号に従ってフォー
カスモータ、ズームモータをそれぞれ駆動させるフォーカスモータドライバ、ズームモー
タドライバから構成されている。
【００２５】
　絞り４は、図示しない駆動回路を含み、駆動回路はＣＰＵ１１から送られてくる制御信
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号にしたがって絞り４を動作させる。この絞り４は、撮影レンズ２から入ってくる光の量
を制御する。また、本実施形態によるデジタルカメラは、図示しない電子シャッタ機構を
備えており、電子シャッタ機構により、ＣＣＤ５に光を当てる時間を制御する。
【００２６】
　ＣＣＤ（撮像素子）５は、撮影レンズ２、絞り４、ならびに図示しない電子シャッタ機
構を介して投影された被写体の光を電気信号に変換し、撮像信号としてユニット回路７に
出力する。また、ＣＣＤ５は、ＴＧ６によって生成された所定周波数のタイミング信号に
従って駆動される。
【００２７】
　ユニット回路７は、ＣＣＤ５から出力される撮像信号を相関二重サンプリングして保持
するＣＤＳ（Correlated
Double Sampling）回路、そのサンプリング後の撮像信号の自動利得調整を行うＡＧＣ（A
utomatic
Gain Control）回路、その自動利得調整後のアナログの撮像信号をデジタル信号に変換す
るＡ／Ｄ変換器から構成されている。ＣＣＤ５の撮像信号は、ユニット回路７を経てデジ
タル信号として画像処理部８に送られる。なお、ユニット回路７にはＴＧ６が接続されて
いる。
【００２８】
　画像処理部８は、ユニット回路７から送られてきた画像データの画像処理（画素補間処
理、γ補正、輝度色差信号の生成、ホワイトバランス処理、露出補正処理等）、画像デー
タの圧縮・伸張（例えば、ＪＰＥＧ形式やＭ－ＪＰＥＧ形式又はＭＰＥＧ形式の圧縮・伸
張）の処理などを行う。なお、画像処理部８にはＴＧ６が接続されている。
【００２９】
　ＣＰＵ１１は、デジタルカメラ１の各部を制御するワンチップマイコンである。特に、
本第１実施形態では、ＣＰＵ１１は、シャッタＳＷを押す前は、ズーム操作により指定さ
れるズーム倍率の画角よりも広い画角を提示できるように、光学ファインダ１７のズーム
レンズの位置を制御し、シャッタＳＷの半押し時に、再度、ズーム位置を制御し、撮影画
角と光学ファインダ１７の画角とが一致するように制御する。シャッタＳＷの半押し操作
は、従来のカメラでもピント合わせ時に使用しているため、その操作感を保ったまま、撮
影画角の周囲まで確認することが可能となる。
【００３０】
　ＤＲＡＭ１２は、ＣＣＤ５によって撮影された後、ＣＰＵ１１に送られてきた画像デー
タを一時記憶するバッファメモリとして使用されるとともに、ＣＰＵ１１のワーキングメ
モリとして使用される。メモリ１３は、ＣＰＵ１１によるデジタルカメラ１の各部の制御
に必要なプログラム、及び各部の制御に必要なデータが記録されており、ＣＰＵ１１は、
このプログラムにしたがって処理を行う。フラッシュメモリ１４や、メモリ・カード２３
は、ＣＣＤ５によって撮影された画像データなどを保存しておく記録媒体である。
【００３１】
　画像表示部１５は、カラーＬＣＤとその駆動回路を含み、撮影待機状態にあるときには
、ＣＣＤ５によって撮影された被写体をスルー画像として表示し、記録画像の再生時には
、フラッシュメモリ１４や、メモリ・カード２３から読み出され、伸張された記録画像を
表示させる。キー入力部１６は、シャッタＳＷ、ズームＳＷ、モードキー、ＳＥＴキー、
十字キー等の複数の操作キーを含み、ユーザのキー操作に応じた操作信号をＣＰＵ１１に
出力する。
【００３２】
　光学ファインダ１７は、ファインダレンズ１８、透過型液晶表示器１９などを備えてい
る。ファインダレンズ１８は、フォーカスレンズ、ズームレンズを含み、ファインダレン
ズ駆動部２０が接続されている。このファインダレンズ駆動部２０は、ファインダレンズ
１８を構成するズームレンズを光軸方向に駆動させるズームモータと、ＣＰＵ１１からの
制御信号に従ってズームモータを駆動させるズームモータドライバから構成されている。
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すなわち、本実施形態では、光学ファインダ１７のズームレンズが、撮影レンズ２のズー
ムレンズとは独立して制御可能となっていることを特徴としている。光学ファインダ１７
におけるフォーカスレンズの位置は、手動により調整可能となっている。
【００３３】
　透過型液晶表示器１９は、ファインダレンズ１８を通過した光学像をそのまま透過する
液晶表示器であり、枠表示制御部２１の制御に従って、撮影レンズ２を通ってＣＣＤ５で
撮影される撮影画角を示す画角枠を表示する。枠表示制御部２１は、ＣＰＵ１１からの制
御信号に従って透過型液晶表示器１９の画角枠の表示／非表示を制御する。
【００３４】
　カードＩ／Ｆ２２には、デジタルカメラ１本体の図示しないカードスロットにメモリ・
カード２３が着脱自在に装着されている。
【００３５】
Ａ－２．第１実施形態の動作
　次に、上述した第１実施形態の動作について説明する。
　図２は、本第１実施形態によるデジタルカメラの動作を説明するためのフローチャート
である。また、図３（ａ）～（ｄ）は、本第１実施形態によるデジタルカメラでの光学フ
ァインダ１７の状態遷移を示す模式図である。
【００３６】
　まず、後述するズーム値のクリア、各種レンズの初期位置設定などのイニシャライズ処
理を行い（ステップＳ１０）、ズームＳＷが操作されたか否かを判断し（ステップＳ１２
）、ズームＳＷが操作された場合には、ズームＳＷの操作量に応じたズーム値を記憶する
（ステップＳ１４）。次に、撮影レンズ２のズームレンズを、レンズ駆動部３により、上
記ズーム値に対応する位置に移動する（ステップＳ１６）。撮影レンズ２を通った被写体
像は、ＣＣＤ５、ユニット回路７、画像処理部８により所定の処理が施された後、スルー
画像として、画像表示部１５に表示される。
【００３７】
　次に、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角となるように、光学ファイ
ンダ１７のズームレンズの位置を、ファインダレンズ駆動部２０により調整し（ステップ
Ｓ１８）、枠表示制御部２１により透過型液晶表示器１９に、上記ズーム値に対応する画
角枠Ｆを表示する（ステップＳ２０）。その後、ステップＳ１２に戻り、上述した処理を
繰り返し実行する。
【００３８】
　上記動作において、ズームＳＷの操作がない場合には、シャッタＳＷの状態（操作なし
、半押し、全押し）を判断する（ステップＳ２２）。そして、シャッタＳＷの操作がない
場合には、ステップＳ１８、ステップＳ２０を繰り返す。
【００３９】
　つまり、シャッタＳＷの操作がない場合には、図３（ａ）、（ｂ）に示すように、画像
表示部１５には、ズームＳＷの操作量に応じたズーム値の画角で被写体像が表示される一
方、光学ファインダ１７では、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角で被
写体像を見ることができ、かつズーム値に応じた画角枠Ｆが表示された状態が継続される
。したがって、ユーザは、撮影画角の周囲が確認できるため、望遠撮影時でも動いている
被写体を撮影画角内に収めることが容易になる。
【００４０】
　一方、ユーザが、所望するズーム操作を行った後、シャッタＳＷを半押しにすると、光
学ファインダ１７のズームレンズを、記憶されているズーム値に対応する位置へ、ファイ
ンダレンズ駆動部２０により移動し（ステップＳ２４）、枠表示制御部２１により透過型
液晶表示器１９に表示されている画角枠Ｆを消去する（ステップＳ２６）。その後、ＡＦ
（オートフォーカス）処理を行い（ステップＳ２８）、ステップＳ１２に戻り、上述した
処理を繰り返し実行する。
【００４１】
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　つまり、シャッタＳＷが半押しされると、図３（ｃ）に示すように、画像表示部１５に
は、ズームＳＷの操作量に応じたズーム値の画角で被写体像が表示される一方、光学ファ
インダ１７では、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角から、ズーム操作
に応じた画角、すなわち撮影画角に変更された被写体像を見ることができる状態となる。
このように、シャッタＳＷの半押し以降は、被写体が拡大されるため、細部を確認するこ
とができる。
【００４２】
　この半押し状態で、ユーザがシャッタＳＷを再び離すと、ステップＳ２２からステップ
Ｓ１８、Ｓ２０と進み、光学ファインダ１７では、最大広角、またはズーム値－αの（少
し広めの）画角で、かつズーム値に応じた画角枠Ｆが表示された状態に戻ることになる。
すなわち、半押しを解除する度に、図３（ｃ）から図３（ｂ）に示す状態に戻るので、ユ
ーザは、撮影画角の周囲が確認できるため、望遠撮影時でも動いている被写体を撮影画角
内に容易に収めることが可能な状態に戻すことができる。
【００４３】
　一方、半押し状態において、光学ファインダ１７により、撮影画角に拡大された被写体
（の細部）を確認したユーザが撮影すべくシャッタＳＷを全押しした場合には、その時点
で、撮影レンズ２を通った被写体像がＣＣＤ５により撮影画像データとして取り込まれ、
ユニット回路７、画像処理部８により所定の処理が施された後、フラッシュメモリ１４に
保存される（ステップＳ３０）。その後、ステップＳ１２に戻り、上述した処理を繰り返
す。
【００４４】
　つまり、シャッタＳＷが全押しされると、図３（ｄ）に示すように、画像表示部１５に
は、ズームＳＷの操作量に応じたズーム値の画角で被写体像が表示された状態で、かつ、
光学ファインダ１７で、ズーム操作に応じた画角、すなわち撮影画角に変更された被写体
像を見ることができる状態で、撮影動作が実行されることになる。
【００４５】
　図４（ａ）～（ｈ）は、本第１実施形態によるデジタルカメラの一連の動作を説明する
ための遷移図である。シャッタＳＷを押す前に、図４（ａ）、（ｂ）に示すように、広い
画角を利用して被写体を撮影画角内に収める。次に、図４（ｃ）に示すように、シャッタ
ＳＷの半押しで撮影準備する。
【００４６】
　このとき、図４（ｄ）に示すように、被写体が撮影画角から出てしまった場合には、図
４（ｅ）、（ｆ）に示すように、シャッタＳＷを離し、再度、広い画角を利用して被写体
を撮影画角内に収める。そして、被写体が撮影画角内に収まると、図４（ｇ）に示すよう
に、再び、シャッタＳＷの半押しで、被写体を撮影サイズまで拡大して微調整をした上で
、図４（ｈ）に示すように、シャッタＳＷの全押しで撮影する。
【００４７】
　このようにして、本第１実施形態により、望遠撮影時に動く被写体を容易に撮影画角内
に収めることが可能となる。
【００４８】
　上述した第１実施形態によれば、シャッタＳＷの半押し前には、光学ファインダ１７で
最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角で被写体を確認できるため、望遠撮
影時でも動いている被写体を容易に撮影画角内に収めることができる。また、撮影レンズ
２が有する最大光学倍率にて高画質の画像を撮影することができる。また、シャッタＳＷ
の半押し以降は、その時点のズーム値の画角となり、被写体が拡大されるため、細部を確
認しながら撮影することができる。
【００４９】
Ｂ．第２実施形態
　次に、本発明の第２実施形態について説明する。
　本第２実施形態は、光学ファインダ１７、撮影レンズ２のズーム機構を用いずに、画像
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表示部１５に表示されるスルー画像を見ながらデジタルズームして画角を調整し、撮影す
る場合を想定している。なお、デジタルカメラ１の構成は、図１と同様であるので説明を
省略する。
【００５０】
　図５は、本第２実施形態によるデジタルカメラの動作を説明するためのフローチャート
である。また、図６（ａ）～（ｄ）は、本第２実施形態によるデジタルカメラでの画像表
示部１５の状態遷移を示す模式図である。
【００５１】
　まず、ズーム値のクリア、各種レンズの初期位置設定などのイニシャライズ処理を行い
（ステップＳ４０）、ズームＳＷが操作されたか否かを判断し（ステップＳ４２）、ズー
ムＳＷが操作された場合には、ズームＳＷの操作量に応じたズーム値を記憶する（ステッ
プＳ４４）。次に、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角となるように、
ＣＣＤ５の出力画像を切り出して画像表示部１５に全面表示し（ステップＳ４６）、上記
ズーム値に対応する画角枠Ｆを表示する（ステップＳ４８）。その後、ステップＳ４２に
戻り、上述した処理を繰り返し実行する。
【００５２】
　上記動作において、ズームＳＷの操作がない場合には、シャッタＳＷの状態（操作なし
、半押し、全押し）を判断する（ステップＳ５０）。そして、シャッタＳＷの操作がない
場合には、ステップＳ４６で、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角とな
るように、ＣＣＤ５の出力画像を切り出して画像表示部１５に全面表示し、ステップＳ４
８で、ズーム値に対応する画角枠Ｆを表示し、ステップＳ４２に戻る。
【００５３】
　つまり、シャッタＳＷの操作がない場合には、図６（ａ）に示すように、画像表示部１
５には、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角で被写体像を見ることがで
き、かつズーム値に応じた画角枠Ｆが表示された状態が継続される。したがって、ユーザ
は、撮影画角の周囲が確認できるため、望遠撮影時でも動いている被写体を撮影画角内に
収めることが容易になる。
【００５４】
　一方、ユーザが、所望するズーム操作を行った後、シャッタＳＷを半押しにすると、記
憶されているズーム値に対応する画角で、ＣＣＤ５の出力画像を切り出して画像表示部１
５に全面表示し（ステップＳ５２）、画角枠Ｆを消去する（ステップＳ５４）。その後、
ＡＦ（オートフォーカス）処理を行い（ステップＳ５６）、ステップＳ４２に戻り、上述
した処理を繰り返し実行する。
【００５５】
　つまり、シャッタＳＷが半押しされると、図６（ｃ）に示すように、画像表示部１５に
は、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角から、ズームＳＷの操作量に応
じたズーム値の画角に変更されて切り出された被写体像が表示される。このように、シャ
ッタＳＷの半押し以降は、被写体が拡大されるため、細部を確認することができる。
【００５６】
　この半押し状態で、ユーザがシャッタＳＷを再び離すと、ステップＳ５０からステップ
Ｓ４６、Ｓ４８と進み、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角で、かつズ
ーム値に応じた画角枠Ｆが表示された状態に戻ることになる。すなわち、半押しを解除す
る度に、図６（ｃ）から図６（ｂ）に示す状態に戻るので、ユーザは、撮影画角の周囲が
確認できるため、望遠撮影時でも動いている被写体を撮影画角内に容易に収めることが可
能な状態に戻すことができる。
【００５７】
　一方、半押し状態において、画像表示部１５に表示された被写体（の細部）を確認した
ユーザが撮影すべくシャッタＳＷを全押しした場合には、その時点で（ステップＳ５２で
）、ＣＣＤ５の出力画像からズーム値の画角で切り出した画像データを、撮影画像データ
として取り込み、フラッシュメモリ１４に保存する（ステップＳ５８）。
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【００５８】
　つまり、シャッタＳＷが全押しされると、図６（ｄ）に示すように、画像表示部１５に
は、ズームＳＷの操作量に応じたズーム値の画角で被写体像が表示された状態で、撮影処
理が実行されることになる。
【００５９】
　上述した第２実施形態によれば、シャッタＳＷの半押し前には、画像表示部１５で最大
広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角で被写体を確認できるため、望遠撮影時
でも動いている被写体を容易に撮影画角内に収めることができる。また、シャッタＳＷの
半押し以降は、その時点のズーム値の画角となり、被写体が拡大されるため、細部を確認
しながら撮影することができる。なお、本第２実施形態では、ズーム値に対応する画角で
ＣＣＤの出力画像を切り出し、デジタルズームした画像を撮影画像としているため、画質
の面では光学ズームに劣るが、近年、高解像度のＣＣＤを用いることができるので、撮影
用途に応じては十分な画質を得ることができる。
【００６０】
Ｃ．第３実施形態
　次に、本発明の第３実施形態について説明する。
　本第３実施形態は、上述した第２実施形態と同様に、光学ファインダ１７を用いない点
では同じであるが、撮影レンズ２のズーム機能を用いて、画像表示部１５に表示されるス
ルー画像を見ながら撮影する場合を想定している。なお、デジタルカメラ１の構成は、図
１と同様であるので説明を省略する。
【００６１】
　図７は、本第３実施形態によるデジタルカメラの動作を説明するためのフローチャート
である。本第３実施形態によるデジタルカメラでの画像表示部１５の状態遷移は、図６（
ａ）～（ｃ）と同様である。
【００６２】
　まず、ズーム値のクリア、各種レンズの初期位置設定などのイニシャライズ処理を行い
（ステップＳ６０）、ズームＳＷが操作されたか否かを判断し（ステップＳ６２）、ズー
ムＳＷが操作された場合には、ズームＳＷの操作量に応じたズーム値を記憶する（ステッ
プＳ６４）。次に、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角となるように、
ＣＣＤ５の出力画像を切り出して画像表示部１５に全面表示し（ステップＳ６６）、上記
ズーム値に対応する画角枠Ｆを表示する（ステップＳ６８）。その後、ステップＳ６２に
戻り、上述した処理を繰り返し実行する。
【００６３】
　上記動作において、ズームＳＷの操作がない場合には、シャッタＳＷの状態（操作なし
、半押し、全押し）を判断する（ステップＳ７０）。そして、シャッタＳＷの操作がない
場合には、ステップＳ６６で、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角とな
るように、ＣＣＤ５の出力画像を切り出して画像表示部１５に全面表示し、ステップＳ６
８で、ズーム値に対応する画角枠Ｆを表示し、ステップＳ６２に戻る。
【００６４】
　つまり、シャッタＳＷの操作がない場合には、画像表示部１５で、最大広角、またはズ
ーム値－αの（少し広めの）画角で被写体像を見ることができ、かつズーム値に応じた画
角枠Ｆが表示された状態が継続される。したがって、ユーザは、撮影画角の周囲が確認で
きるため、望遠撮影時でも動いている被写体を撮影画角内に収めることが容易になる。
【００６５】
　一方、ユーザが、所望するズーム操作を行った後、シャッタＳＷを半押しにすると、記
憶されているズーム値に対応する画角で、ＣＣＤ５の出力画像を切り出して画像表示部１
５に全面表示し（ステップＳ７２）、画角枠Ｆを消去する（ステップＳ７４）。その後、
ステップＳ６２に戻り、上述した処理を繰り返し実行する。
【００６６】
　つまり、シャッタＳＷが半押しされると、画像表示部１５には、最大広角、またはズー
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ム値－αの（少し広めの）画角から、ズームＳＷの操作量に応じたズーム値の画角に変更
れて切り出された被写体像が表示される。このように、シャッタＳＷの半押し以降は、被
写体が拡大されるため、細部を確認することができる。
【００６７】
　この半押し状態で、ユーザがシャッタＳＷを再び離すと、ステップＳ７０からステップ
Ｓ６６、Ｓ６８と進み、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角で、かつズ
ーム値に応じた画角枠Ｆが表示された状態に戻ることになる。すなわち、半押しを解除す
る度に、ズーム値の画角から、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角の状
態に戻るので、ユーザは、撮影画角の周囲が確認できるため、望遠撮影時でも動いている
被写体を撮影画角内に容易に収めることが可能な状態に戻すことができる。
【００６８】
　一方、半押し状態において、画像表示部１５に表示された被写体（の細部）を確認した
ユーザが、撮影すべくシャッタＳＷを全押しした場合には、その時点で、撮影レンズ２の
ズームレンズを、記憶されているズーム値に対応する位置へ、レンズ駆動部３により移動
し（ステップＳ７６）、ＡＦ（オートフォーカス）処理を行い（ステップＳ７８）、撮影
レンズ２を通った被写体像をＣＣＤ５により撮影画像データとして取り込み、ユニット回
路７、画像処理部８により所定の処理を施した後、フラッシュメモリ１４に保存する（ス
テップＳ８０）。その後、最大広角となるよう撮影レンズ２のズームレンズを移動し（ス
テップＳ８２）、ステップＳ６２に戻り、上述した処理を繰り返し実行する。
【００６９】
　つまり、シャッタＳＷが全押しされるまでは、撮影レンズ２のズームレンズを駆動させ
ず、シャッタＳＷが全押しされた時点で、初めて、撮影レンズ２のズームレンズをズーム
値に対応する位置に移動させて、撮影動作が実行されることになる。
【００７０】
　上述した第３実施形態によれば、第２実施形態の効果に加え、撮影レンズ２のズームレ
ンズを本撮影時にズーム操作に応じた位置に移動させるため、消費電力を削減することが
できるとともに、光学ズームを用いるので、撮影レンズ２が有する最大光学倍率にて高画
質の画像を撮影することができる。
【００７１】
Ｄ．第４実施形態
　次に、本発明の第４実施形態について説明する。
　本第４実施形態は、前述した第１実施形態において、ズームＳＷの操作中は、光学ファ
インダ１７にズーム値に応じた画角で表示を行い、ズームＳＷを操作していないときには
、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角となるように、光学ファインダ１
７のズームレンズの位置を調整することを特徴としている。なお、デジタルカメラ１の構
成は、図１と同様であるので説明を省略する。
【００７２】
　図８は、本第４実施形態によるデジタルカメラの動作を説明するためのフローチャート
である。また、図９（ａ）～（ｄ）は、本第４実施形態によるデジタルカメラでの光学フ
ァインダ１７の状態遷移を示す模式図である。
【００７３】
　まず、ズーム値のクリア、各種レンズの初期位置設定などのイニシャライズ処理を行い
（ステップＳ９０）、ズームＳＷが操作されたか否かを判断し（ステップＳ９２）、ズー
ムＳＷが操作された場合には、ズームＳＷの操作量に応じたズーム値を記憶する（ステッ
プＳ９４）。次に、撮影レンズ２のズームレンズを、記憶されているズーム値に対応する
位置へ、レンズ駆動部３により移動し（ステップＳ９６）、さらに、光学ファインダ１７
のズームレンズを、ズーム値に対応する位置へ、ファインダレンズ駆動部２０により移動
し（ステップＳ９８）、枠表示制御部２１により透過型液晶表示器１９に表示されている
画角枠Ｆを消去する（ステップＳ１００）。その後、ステップＳ９２に戻り、上述した処
理を繰り返し実行する。
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【００７４】
　上記動作において、ズームＳＷの操作がない場合には、シャッタＳＷの状態（操作なし
、半押し、全押し）を判断する（ステップＳ１０２）。そして、シャッタＳＷの操作がな
い場合には、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角となるように、光学フ
ァインダ１７のズームレンズの位置を、ファインダレンズ駆動部２０により調整し（ステ
ップＳ１０４）、枠表示制御部２１により透過型液晶表示器１９に、上記ズーム値に対応
する画角枠Ｆを表示する（ステップＳ１０６）。その後、ステップＳ９２に戻り、上述し
た処理を繰り返し実行する。
【００７５】
　つまり、ズームＳＷの操作中は、図９（ａ）、（ｂ）に示すように、光学ファインダ１
７では、ズーム値に応じた画角で見ることができ、ズームＳＷを操作していないときには
、図９（ｃ）に示すように、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角で見る
ことができる。このように、ズームＳＷの操作／非操作に応じて、光学ファインダ１７で
の画角を変えることにより、望遠撮影時でも動いている被写体を撮影画角内に収めること
が容易になるとともに、細部を確認することができる。
【００７６】
　一方、ユーザが、所望するズーム操作を行った後、シャッタＳＷを半押しにすると、光
学ファインダ１７のズームレンズを、記憶されているズーム値に対応する位置へ、ファイ
ンダレンズ駆動部２０により移動し（ステップＳ１０８）、枠表示制御部２１により透過
型液晶表示器１９に表示されている画角枠Ｆを消去する（ステップＳ１１０）。その後、
ＡＦ（オートフォーカス）処理を行い（ステップＳ１１２）、ステップＳ９２に戻り、上
述した処理を繰り返し実行する。
【００７７】
　つまり、シャッタＳＷが半押しされると、図９（ｄ）に示すように、画像表示部１５に
は、ズームＳＷの操作量に応じたズーム値の画角で被写体像が表示される一方、光学ファ
インダ１７では、最大広角、またはズーム値－αの（少し広めの）画角から、ズーム操作
に応じた画角、すなわち撮影画角に変更された被写体像を見ることができる状態となる。
このように、シャッタＳＷの半押し以降は、被写体が拡大されるため、細部を確認するこ
とができる。
【００７８】
　この半押し状態で、ユーザがシャッタＳＷを再び離すと、ステップＳ１０２からステッ
プＳ１０４、Ｓ１０６と進み、光学ファインダ１７では、最大広角、またはズーム値－α
の（少し広めの）画角で、かつズーム値に応じた画角枠Ｆが表示された状態に戻ることに
なる。すなわち、半押しを解除する度に、図９（ｄ）から図９（ｃ）に示す状態に戻るの
で、ユーザは、撮影画角の周囲が確認でき、望遠撮影時でも動いている被写体を撮影画角
内に容易に収めることが可能な状態に戻すことができる。
【００７９】
　一方、半押し状態において、光学ファインダ１７により、撮影画角に拡大された被写体
（の細部）を確認したユーザが撮影すべくシャッタＳＷを全押しした場合には、その時点
で、撮影レンズ２を通った被写体像がＣＣＤ５により撮影画像データとして取り込まれ、
ユニット回路７、画像処理部８により所定の処理が施された後、フラッシュメモリ１４に
保存される（ステップＳ１１４）。その後、ステップＳ９２に戻り、上述した処理を繰り
返す。
【００８０】
　つまり、シャッタＳＷが全押しされると、画像表示部１５には、ズームＳＷの操作量に
応じたズーム値の画角で被写体像が表示された状態で、かつ、光学ファインダ１７で、ズ
ーム操作に応じた画角、すなわち撮影画角に変更された被写体像を見ることができる状態
で、撮影動作が実行されることになる。
【００８１】
　上述した第４実施形態によれば、ズームＳＷの操作／非操作に応じて光学ファインダ１
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できるとともに、望遠撮影時でも動いている被写体を容易に撮影画角内に収めることがで
きる。また、シャッタＳＷの半押し前には、光学ファインダ１７で最大広角、またはズー
ム値－αの（少し広めの）画角で被写体を確認できるため、望遠撮影時でも動いている被
写体を容易に撮影画角内に収めることができる。また、撮影レンズ２が有する最大光学倍
率にて高画質の画像を撮影することができる。また、シャッタＳＷの半押し以降は、その
時点のズーム値の画角となり、被写体が拡大されるため、細部を確認しながらの撮影する
ことができる。
【００８２】
　なお、上述した第１ないし第４実施形態において、シャッタＳＷは、半押し、全押しの
２段操作でなくてもよい。例えば、「指が触れた／スイッチが押下された」でもいいし、
「圧力センサで押圧力の大小を見る」でもよい。
【００８３】
　また、上述した第１及び第４実施形態では、光学ファインダ１７を用いたが、これに限
らず、液晶表示器などの表示手段を備えた電子ビューファインダであってもよい。但し、
電子ビューファインダを用いる場合、通常、ＣＣＤから出力される出力画像を電子ビュー
ファインダの表示手段に表示することで、撮影画角内の被写体を確認しているので、本発
明の第２実施形態、第３実施形態のように、最大広角で撮影しているＣＣＤの出力画像か
ら切り出して全面表示するデジタルズームを行う場合に適用される。
【符号の説明】
【００８４】
　１　デジタルカメラ
　２　撮影レンズ
　３　レンズ駆動ブロック
　４　絞り兼用シャッタ
　５　ＣＣＤ
　６　ＴＧ
　７　ユニット回路
　８　画像処理部
　１１　ＣＰＵ
　１２　ＤＲＡＭ
　１３　メモリ
　１４　フラッシュメモリ
　１５　画像表示部
　１６　キー入力部
　１７　光学ファインダ
　１８　ファインダレンズ
　１９　透過型液晶表示器
　２０　ファインダレンズ駆動部
　２１　枠表示制御部
　２２　カードＩ／Ｆ
　２３　メモリ・カード
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